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でさえ、タバコのけむりがあ 葉
がっています。

タバコの原産地は熱帯アメ 日本へは、ポルトガル人が タ
リカや西インド諸島です。 15 16世紀なかば頃にもってきた ノ、

世紀コロンブスが新大陸発見 といわれ、 17世紀の始めには

の際、みやげものとしてもち 徳川家康がタバコを禁ずるほ は
コ

ー帰ったのが、ヨーロツパの国 ど流行したそうです。現在、 摘
々に、更に世界中に広まった タバコの売り上げは年間に約 じ

、

のだといわれています。今で 8，129億円、国家の重要な財 ま
み .ヨ

は日本だけでなく、世界中ア 源のひとつになっています。

フリ力のま、んなかの土人部落 る

n剛l目聞u刷m剛1111脚111側11悶i自捌n恥川11則削u郎凶111111剛1111削1111削I目m附剛1111剛I目1111剛l目m附剛I目1111捌IU聞剛u聞附剛l目m捌111附11則馴111問附1111刷111聞剛111削馴11聞聞削"川山刷111叩11聞附""刷1111剛1111附1111削111聞111削11111聞剛111則剛111聞削11削削削111聞脚111捌刷IU聞剛UI叩111聞醐11刷肌脚l目m削捌JI/肌11捌加捌I目m肌剛111聞111削1111脚1111剛1111削UI削JI/問棚111則馴I目削m蜘111附剛111間剛111削111削10附剛11附聞剛111叩I聞聞剛11肌1111馴1111削11聞附剛111叩111脚1111剛1111剛1111剛111削Is附剛I日1111剛l目削削削111叩I聞m剛110剛101剛11聞聞剛1111剛111削111脚11町m剛I目1111醐1111師111叩卿11町聞聞nn剛1111醐n耶no剛o臨011削I目聞胴I悶m剛10即剛111醐l肌附附10附11悶剛1111削1111脚10馴I目即附剛111川111脚111附11問剛10附剛111問111剛m肌101剛111附附剛111附削111聞111削111叩111剛110剛i町101目011削111附l目m附""剛111聞111附11111附剛111川剛11附聞111剛111附剛1111聞111叩剛11削削削111即剛11川聞剛"叩叩削11間附剛111叩剛111聞附1111剛111聞""馴"町m附m附剛I目011剛1111附111111叩m剛011剛111聞剛1111削l目m聞11111削111附l日m聞馴1111馴11聞11111附1111附111附剛111叩111聞脚'"附剛I目m間削11間叩附111附剛111聞削11町1111聞聞附10附問111問馴馴10則馴I目m仰11111馴l目町m削1m剛m剛剛111聞剛111川11川111馴11附m削1111川1111聞I日問111111附削111削111叩111聞11悶馴111附剛1111剛111削剛111111附111附削1111削11111剛1111削1111剛111側剛1111附附m聞剛n則m馴11聞聞剛nll剛11111目11111剛111即剛m問肌l町冊胴111冊聞n珊岡m百珊I珊DD珊E圃

阻和3臼3年4月2包2日第三種郵便物認可 毎月 3回T日'1叩0日'2叩0日発行定価1部5円



らおおむ市政だより
昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和45年7月l日

(2) 

大村市農林水産業f 

み
か
ん
の
摘
果
て

高
い
収
益
を

み
か
ん
は
玉
揃
が
よ
く
外
観
が

き
れ
い
で
し
か
も
う
ま
い
こ
と
が

高
く
売
れ
る
条
件
で
す
。

大
村
市
の
主
幹
作
目
で
あ
る
み
か

竹

松

ミ

カ

ン

選

い果

場

に

て

ん
は
急
速
に
伸
び
て
お
り
ま
す
が
川
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ピ

保

護
、
増
殖
を
は
か
る
た
め
、
次
~

特
に
今
年
は
、
花
着
き
が
よ
く
豊

V

J

色

ー

ド

の
こ
と
に
つ
い
て
違
反
の
な
い
よ

」

作

が

予

想

さ

れ

て

い

ま

す

.

ヘ

牛

ん

V
Z
L
h
j
tフ
う

お
願
い
し
ま
す
。

d

こ

の

よ

う

な

年

に

は

小

玉

と

か

川

淵

ロ

く

協

一

、

空

気
銃
や
ワ
ナ
に
よ
る
密
猟

ム

外
観
の
悪
い
み
か
ん
は
売
れ
ま
せ
(
ー
に

i
:
の
禁
止

J

・

l

j

・

'

ん
。
摘
果
に
よ
る
て
、
「
う
ま
い
」

v
n
p

て

、
t

ァ
、
空
気
銃
で
狩
猟
す
る
に
は
V

大
村
み
か
ん
を
生
産
し
需
要
を
伸

γ

う

森

狩

猟
免
状
を
う
け
な
け
れ
ば
な
り
ん

ば
す
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん

.
R
、

止

ま

せ

ん

。

ハ

二

十

才

以

上

で

な

け

」

(
犬
訓

α

れ
ば
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
}

果
区
と
無
摘
果
区
で
は
、
約
二
割
V

刷
り
川

L
V

占
ザ
'
J

皇

内

ィ

、

免

許
を
受
け
た
人
で
も
狩

~

の
収
益
の
差
が
あ
り
ま
す
。
し
か

V
V
-
1
-
μ

猟
期
間
中

(
十
一
月
一
日
か
ら
二
〉

も
、
隔
年
結
果
が
な
く
品
質
が
良
川

E
野

月

十

五

日

)

に

一
定
の
狩
猟
鳥
獣

ん

く
収
穫
労
賃
が
少
く
て
す
み
ま
す
九
野
生
鳥
類
の
有
益
性
に

つ

い

て

だ

け

し

か

と

れ

ま

せ

ん

。

.

、
ワ
ナ
で
野
鳥
を
と
る
こ
と
》

摘
果
の
時
期
は
早
生
温
州
で
七
月
、
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
農
林
業
の

ー
、
狩
猟
免
状
を
も
っ
て
い
る
人
い

十
五
日
ま
で
、
葉
数
三
十
枚
に
一
い
害
虫
の
天
散
と
し
て
き
わ
め
て
有
で
も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

。
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果
な
ら
せ
る
普
通
温
州
T
七
月
二
〉
益
で
あ
る
こ
と
と
、

人
間
生
活
に

二、

無
許
可
で
、

メ
ジ

ロ
、
ウ
グ
ん

十
五
日
ま
で
、
葉
数
二
十
五
枚
に
一
豊
か
な
う
る
お
い
を
与
え
、
ま
た
イ
ス
な
ど
の
野
鳥
の
捕
獲
ま
た
は
叫

一
果
な
ら
せ
る
よ
う
に
し
、
摘
果
叩
観
光
資
源
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
飼
養
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
W

ま

す

・

』

す
る
果
実
は
病
害
虫
の
被
害
果
、
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ま
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こ
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国民安全の日

暮
ら
し
の
す

一
日
は
「
国
民
安
全
の
日
」
、
わ

た
し
た
ち
の
日
常
生
活
や
環
境
は

災
害
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
い
る
と

い
っ
た
ら
大
げ
き
で
し
ょ
う
か
。

思
わ
ぬ
事
故
で
死
亡
す
る
人
の

数
は
、
自
動
車
事
故
を
ト
ッ
プ
に

工
場
や
鉱
山
で
お
き
る
産
業
災
害

は
、
台
風
土
豪
雨
な
ど
天
災
で
亡

く
な
る
人
の
数
十
倍
に
達
し
て
い

ま
す
。

自
動
車
の
増
加
や
産
業
施

設
の
拡
大
と
と
も
に
、
こ
う
し
た

人
災
に
よ
る
災
害
が
毎
年
増
え
て

い
く
こ
と
は
悲
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
一
人
一
人
が

危

い

!

こ
ど
も
の
花
火
あ
そ
び
に

気

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

fえ

て
に

安
全
を

安
全
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
反
省

し
‘
習
慣
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ま
た
こ
の
日
は
各
地
の
山
び
ら

き
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
近
年
は

登
山
人
口
が
ふ
え
、
山
の
遭
難
事

故
も
毎
年
増
加
し
て
い
る
よ
う
で

す
.
気
象
を
無
視
し
た
無
理
な
登

山
や
、
経
験
や
技
術
の
な
い
人
た

ち
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
で
も
行
く

よ
う
な
気
持
で
出
か
け
た
り
、
自

分
の
体
力
の
こ
と
も
考
え
ず
、

無

理
な
日
程
や
行
動
を
し
な
い
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。荘内主

市政だより(3) 

三、

街
を
き
れ
い
に

幸三7少し

ご
み
収
集
に
ご
協
力
を

ご
み
の
排
出
量
と
、
そ
の
種
類

は
、
文
化
生
活
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
に
お

き
ま
し
で
も
近
年
、
電
化
製
品
の

廃
き
物
や
、
ポ
リ
、
ビ
ニ
ー
ル
製

品
、
タ
イ
ヤ
等
そ
の
質
も
か
た
ち

も
か
わ
り
、
量
も
ま
す
ま
す
増
加

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
ご

み
処
理
に
つ
い
て
は
都
市
共
通
の

悩
み
と
し
て
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
.
ご
み
処
理
が
停
滞

し
て
く
る
と
、
ご
家
庭
が
ま
ず
迷

惑
し
ま
す
。
市
で
は
、

皆
さ
ん
に

こ
う
し
た
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
危
険

物
が
混
入
し
た
り
燃
え
な
い
ご
み

が
多
く
な
り
ま
す
と
焼
却
作
業
の

能
率
が
さ
が
っ
た
り
、
収
集
が
手

間
ど
っ
た
り
し
ま
す
.
こ
れ
か
ら

夏
に
む
か

つ
て
現
場
で
働
く
人
た

ち
の
苦
労
と
能
率
を
ご
考
慮
の
う

え
、
と
く
に
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に

つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

マ
炊
事
場
の
ご
み
、
ス
イ
カ
や

野
菜
く
ず
な
ど
.
水
分
の
あ
る

ご
み
は
、
水
を
よ
く
き
っ
て
か

ら
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
こ
と

マ
ガ
ラ
ス
な
ど
危
険
な
も
の
は

ボ
!
ル
箱
な
ど
厚
紙
に
包
ん
で

出
す
こ
と
。

マ
煉
炭
な
ど
の
も
え
が
ら
は
、

火
が
完
全
に
消
え
て
か
ら
袋
な

(') 

¥ 

ど
に
入
れ
て
出
す
こ
と
。

マ
木
切
れ
、
竹
切
れ
な
ど
長
い

も
の
は
短
か
く
し
て
出
す
こ
と

マ
ご
み
容
器
に
は
必
ず
フ
タ
を

h 羽毛

¥ 
-
し
て
お
く
こ
と
。

マ
ご
み
容
器
は
収
集
の
し
や
す

い
と
こ
ろ
に
置
く
こ
と
。

収
集
車
に

「
オ
ル
ゴ
ー
ル
チ
ャ
イ
ム
」

す。

狭
い
通
路
等
に
置
い
で
収
集

し
に
く
い
ご
み
は
、
し
や
す
い
と

こ
ろ
ま
で
運
び
出
す
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

ご
み
収
集
車
の
巡
回
を
お
知
ら

せ
し
、
ご
み
の
取
り
も
れ
を
な
く

す
る
た
め
に
汁
オ
ル
ゴ
ー
ル
チ
ャ

イ
ム
」
を
取
り
付
け
ま
し
た
、
曲

は
童
謡
の
「
お
猿
の
か
ご
や
」
で

を
取
付

交
通
事
故
警
報
/

「
つ
ゆ
」
ど
き
は
事
故
が
多
発

じ
め
じ
め
し
た
天
候
は、

気
持

を
不
愉
快
に
し
、
道
路
条
件
を
悪

く
し
ま
す
。
雨
の
と
き
車
は
と
く

に
便
利
だ
と
感
じ
ま
す
が
、
そ
の

反
面
、
細
心
の
注
意
を
怠
る
と
思

わ
ぬ
事
故
が
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
0

0
運
転
す
る
と
き
は

マ
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
は

危
険
で
す
。
と
く
に
、
雨
の
降
り

始
め
は
0

ス
リ
ッ
プ
グ

し
や
す
い

も
の
で
す
.

マ
路
肩
に
乗
り
入
れ
な
い
こ
と

狭
い
道
路
で
の
無
理
な
追
越
し
、

す
れ
違
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
ひ
か
え
目
な
ス
ピ
ー
ド
で

路
面
が
ぬ
れ
て
い
る
と
、
停
車
距

離
が
長
く
な
る
こ
と
を
計
算
に
入

れ
て
車
間
距
離
は
十
分
に
保
っ
て

く
だ
さ
い
。

マ
強
い
雨
は
視
界
を
妨
げ
ま
す

小
降
り
に
な
る
の
を
待
つ
の
が
賢

明
で
す
。

マ
歩
行
者
の
行
動
に
注
意

歩
行
者
は
、

、足
も
と
に
気
を
と
ら

れ
、
カ
サ
や
カ
ッ

パ
で
注
意
が
に

ぶ
っ
て
い
ま
す
.
徐
行
、
一
時
停

止
を
励
行
し
て
、
歩
行
者
の
行
動

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
車
の
点
検
や
整
備
は
入
念
に

雨
の
日
に
は
、
ワ
イ
パ
ー
、
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
、
ブ
レ
ー
キ
、
泥
よ

け
器
な
ど
い
つ
も
最
良
の
状
態
に

整
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
.

大
村
警
察
署



りおおむ市政だより
昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和45年7月1自 (4) 

A
受
講
料
無
料
但
し
教
材
費

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

二、

B
コ
i
ス
家
庭
園
芸

ム
期
間
七
月
十
二
日
(
日
)
か
ら

九
月
十
三
日
ま
で
毎
週
日
曜
日

午
前
九
時
か
ら
二
時
間

ム
開
講
式
七
月
十
二
日
午
前
九
時

ム
場
所
中
央
公
民
館
ま
た
は
、

園
芸
高
等
学
校
、
開
講
式
は
中

央
公
民
館

ム
内
容
庭
木
の
手
入
れ
、
盆
栽

花
の
作
り
方
、
育
て
方
.

講
師
原
口
博
先
生
外

ム
受
講
料
無
料
、
但
し
、
用
具

は
各
自
持
参
し
、
教
材
費
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

成
人
講
座
開
設

希
望
者
は
何
れ
も
七
月
十
日
ま
で

中
央
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
.
定
員
に
達
し
た
場
合
は
〆

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一、

A
コ
l
ス

書

道

ム
期
間
、
七
月
十
七
日
(
金
)
か
ら

九
月
十
八
日
ま
で
毎
週
金
曜
日

午
後
七
時
か
ら
二
時
間

ム
開
講
式
七
月
十
七
日
午
後
七
時

ム
場
所
中
央
公
民
館

ム
講
師
山
本
誠
之
先
主

国

民

年

金

険

者

、

ま

た

は

、

こ

れ

ら

の

年

再

度

高

令

者

の

任

意

加

金

制

度

か

ら

老

令

年

金

を

受

け

入

が

で

き

ま

す

る

人

。

V
保
険
料
納
付
期
間
十
年

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

V
保
険
料
納
付
期
日
昭
和
四
十

明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

七
年
六
月
三
十
日
ま
で
、
但
し

生
ま
れ
た
人
。

同
日
以
前
に
六
十
五
才
に
達
す

V
受
付
は
、
昭
和
四
十
五
年
七
舟

る
人
に
つ
い
て
は
、
六
十
五
才

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
.

に
達
す
る
前
日
ま
で
.

V
加
入
で
き
る
方

V
保
険
料
額
一
月
四
百
五
十
円

、
昭
和
三
十
六
年
の
発
足
時
、
国

V
年
金
額
年
額
六
万
円
、
月
額

民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
で

五
千
円
。

現
在
や
め
て
い
る
人
.

V
支
給
年
令

六
十
五
才
か
ら

V
加
入
で
き
な
い
方

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
保

現
在
被
用
者
年
金
制
度
(
官
公
険
年
金
課
ま
た
は
ー
も
よ
り
の
出

庁
、
会
社
、
工
場
等
)
の
被
保
張
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

¥ / 

月間所在地 i科 目 |医院名 l電話

|玖島町i内 科 松尾 医院 4412 
7J.l 諏訪郷内 科 上田医院 3505 

5諏訪郷小児科 出口小児科 2252 
皆同郷内、小児科 田J[[小児科 8545 

武部郷小児科 田川小児医院 4000

12 杭出津外、内科佐藤医院 3070
荒瀬郷内 科沢田医院庫603

産婦人科

中佐琴原央伯属産皮医婦医ふ人科院院利|1 | 8850 武部郷 皮ふ科 4330 

19 西三城町 内科 2056 
竹松郷 内科 8427 F島 町l内 科 |寺井医院 3574 
裏袋町産婦人科後藤産婦人科 2227 

26 乾馬場整形外科牟田整形 4501 
寿古郷内 科 3長崎医院 8615 

7月の日曜当番医ご
み
の
不
法
投
棄
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
グ

空
地
や
川
な
ど
に
ご
み
を
捨
て

る
心
な
い
人
が
お
り
ま
す
.

空
地
の
所
有
者
は
ご
み
を
捨
て

ら
れ
な
い
様
環
境
を
き
れ
い
に
管

理
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
，

郵
政
省
職
員
採
用
試
験

熊
本
郵
政
局
で
は
、
管
内
の
郵
便

局
に
勤
務
す
る
内
務
、
外
務
職
員

お
よ
び
東
京
、
京
阪
神
地
区
の
郵

便
局
に
勤
務
す
る
外
務
職
員
を
次

の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
要
領

一
、
採
用
人
員

九
州
内
務
職
員

外
務
職
員

東
京
外
務
職
員

京
阪
神
外
務
職
員

約
二
六

O
名

約
四
O
O
名

約
一
八
O
名

約
四
O
O名

市
で
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
を

取
締
ま
っ
て
お
り
ま
す
、
も
し
、

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
て
い
る
人

が
お
れ
ば
市
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

二
、
応
募
資
格

O
昭
和
十
九
年
四
月
二
日
よ
り
昭

和
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
生

ま
れ
た
健
康
な
男
子
(
た
だ
し

福
岡
市
、
北
九
州
市
、
長
崎
市

お
よ
び
鹿
児
島
市
の
内
務
職
員

希
望
に
つ
い
て
は
女
子
の
受
験

も
可
)

O
東
京
地
区
外
務
職
員
希
望
に

つ

い
て
は
、
昭
和
田
年
四
月
二
日

よ
り
昭
和
三
十
年
四
且
-
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
健
康
な
男
子

前
記
い
ず
れ
の
場
合
も
昼
間
の
大

学
、
短
大
に
在
学
し
て
い
る
者
は

除
く
。
O
昭
和
四
十
六
年
三
月
高
等
学
校

卒
業
見
込
の
健
康
な
男
子
(
外

務
職
に
限
る
)

三
、
試
験
日
o

誌
験
地

O
第
一
次
試
験

昭
和
四
十
五
年
八
月
十
六
日

日
)
教
養
お
よ
び
適
性
試
験

熊
本
市
な
ど
二
十
八
カ
所

O
第
二
次
詰
験

昭
和
四
十
五
年
八
月
下
旬
よ
り

九
用
上
旬
ま
で

面
接
お
よ
び
身
体
検
査

四
、
申
込
受
付
期
間

七
月
十
日
よ
り
七
月
二
十
五
日

ま
で
(
当
日
消
印
有
効
)

※
受
験
希
望
者
は
七
月
六
日
以
降

も
よ
り
の
郵
便
局
ま
で
申
込
書

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
納
付
は
お

す
み
に
な
り
ま
し
た
か

市
県
民
税
方
一
期
分
の
納
期
限

は
六
月
三
十
臼
で
し
た
が
ま
だ
納

め
て
お
ら
れ
な
い
方
は
早
め
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
本
年
度
は

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
市
民
税

関
係
の
控
除
等
が
か
わ
っ
て
い
ま

す
.
改
正
点
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
.

。
基
礎
控
除
、
改
正
前
十
二
万
円

改
正
後
十
三
万
円

。
配
偶
者
控
除
改
正
前
十
万
円

改
E
後
十
一
万
円

。
扶
養
控
除
、
改
正
前
六
万
円

改
正
後
八
万
円

配
偶
者
が
な
く
扶
養
親
族
が
あ

る
場
合
一
人
目
改
正
前
八
万
円

改
正
後
九
万
円

。
老
人
、
寡
婦
、
障
害
者
、
勤
労

学

生

、

改

正

前

七

万

円

改
正
後
八
万
円

三
才
児
健
康
診
査

マ
検
診
該
当
者

昭
和
四
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
昭

和
四
十
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

一
間
一
叩
叩
一

ωω
一

ωω

一
一
4
E
A
a

川吉
一4
E

ム
a

刈ヨ一喝，ム
a
A

ヨ

一一

4
1占

4
4

ム
一4
4
4
4
E
4

一4
B
4
4
1
4

一
-
~
~
一
~
~
-
~
~

五す
一

-
-
-
・
・
一

-
n
u

作匹
一
Q
υ
q
u

一
Q
d
q
u

一
n
u
u
q
u

E
町
館

一
町
館
一
村
所

一号
一
本

一
本

一

j
一
松

民

一

松

民

一

健

主
一
竹
公
一
竹
公
一
大
保

|
一

日

一

日

一

日

知
一
明
日

一

日

一

日

柔
道
大
会
に
ご
声
援
を

マ
長
崎
県
下
地
区
対
抗
柔
道
大
村

大
会
日
時
H
七
月
十
二
日
ハ
日
)
十
時

場
所
H
西
大
村
中
学
校
体
育
館

、、，


